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全日本を制覇した先輩から現役諸君に伝えたいこと
勝利することは難しい。早稲田大学剣道部のOBはもちろん、現役部員もその困難を知っている。そして、

その険しい山を乗り越えるために日々切磋琢磨している。今回の座談会には、全日本学生剣道優勝大会、

全日本女子学生剣道優勝大会を制した９名から試合の中で起こった葛藤や試合に至るまでのさまざまな

話を存分にうかがった。剣道とは、稽古とは、みずからの成長を振り返りながら、学生時代、そして社会

人になっても日々の生活を糧に、真摯に剣道に取り組む剣士たちの箴言に耳を傾けよう。

『稲剣誌』復刊 第九号  特別企画

全日本優勝を勝ち取った
OBとOGによる座談会

戦後から今、
私たちは剣道から
何を得たのか？

過去の『稲剣誌』から 創刊号

大隈侯と共に
明治35年剣道部創立当時の面々
中列右端梅川巳之四郎師範、高田早苗、
大隈重信侯、安部磯雄、
後列左より二番目横溝直也、
前列二番目坂口鎮雄

稽古風景（明治40年）

第一回早慶戦（大正14年）

昭和45年
12月30日発行

Photo Gallery
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座 談 会

い。

矢野　私たちの同期には選手が５人いたんですよ。

でも、原昆誠、三宅恭二、大内の３人がすでに亡

くなり、私と前野だけが残っています。小野先輩の

時代、同じ学年の選手は小野先輩ひとりでしたか

らいろいろと大変でしたね。実は小野先輩がおっ

しゃった試合については、私も同じ思い出を持って

をとりそこから逆転して勝ったんです。当時は３年生

になると、玉利嘉章先輩が学生に上段を教えてくれ

たんです。どんなに優秀な選手でも、１年生や２年

生が上段をとるということはありませんでしたが、大

内君はぎりぎりのところをその上段で勝ったという

ことも印象に残っています。

下枝　では、矢野尊之先輩のお話をお聞かせくださ

いるんです。法政大学との試合の時、私は舘岡 昭さ

んから先に一本を取って逃げ切ろうと思ったのです

が、途中、身体が止まってしまって結局負けてしまっ

た。「それではいかんだろう！」と安藤さんに発破を

かけられ、「頑張ります！」と言ったことを憶えていま

す。それで、次の準決勝、中央大学戦では対戦相手

の赤坂哲生さんに二太刀で勝ったという思い出があ

りますよ。決勝の明治大学戦は今日の座談会でもお

話が聞ける松村義隆先輩の反則勝ちが大きかったで

すね。でも、反則勝ちをした相手、明治大学のキャ

プテンをしていた小山照夫君は「あの試合の場外反

則はなかった。俺の打ちの方がよかったんだ。あれ

は俺が勝っていた」と、長年言っていましたね……。

その小山君もその後、望月姓になり亡くなりました。

それから明治大学との決勝戦では、先に一本、小島

智士さんに取られてしまいました。それでは我々が

負けてしまうので、一本取り返して引き分けにしまし

た。正直、ホッとしました。試合が終わった後に、「試

合の残り時間はあと15 秒だったんだ！」と仲間から

言われ、心の底から安堵しました。試合というのは

なかなかわからないものです。 

下枝　そうですね。決勝は副将まで勝者数が２対１

で早稲田、取った本数は５本同士で大将戦に持ち込

まれていました。そこで大将が引き分けで勝利した

わけです。

矢野　その時のすごい思い出があるんですよ。副将

戦で小野先輩が明治大学４年の主将、白石洋祐さ

んと対戦したのですが、たった一度、どちらかが先

をかけて打ち合った。それだけです。試合は引き分

けでしたが、そのたった１回の打ち合いの他はただ

攻め合いでした。もうあのような試合はないですね。

小野　白石君はね、巣鴨商業の大将で明治大学に

進みました。それからは大学でもずっとレギュラーで

す。この座談会に来る間、私は過去の『稲剣誌』を

読んできました。そこに、池田さんが過去個人戦で

優勝した時の思い出を書いているのですが、そこに

白石君が登場してきます。前年、池田さんが優勝し

た時、５回戦が白石君だったんです。白石君はつね

に池田さんという高い山に阻まれていた。しかし、

その５回戦では白石君が池田さんから先に胴を取っ

たんです。池田さんは『稲剣誌』にこう書いています。

「この大会最大の難敵と思われる明治の白石、さす

が私の弱点を突き、胴を先取された。その後小手を

返して延長戦となりかろうじて勝った」と。このよう

に、白石君は明治大学のエースだったんです。白石

君は動きの良い人で、落ち着いた剣風ではありませ

んでしたが、いつも大将を務めていました。この時

の大会では、安藤さんと話をした時、最初は私が大

将でいく予定だったのですが、「白石君に小野の剣

道では無理だろ」と言われ、私は副将になりました。

安藤さんは「矢野なら圧倒できるのではないか」と

いうことで、矢野君が大将になったわけです。そう

したら、なんと明治大学の方も白石君を副将にして

きた。こういうことが試合の妙というか、組み合わ

せの妙ですね。私が白石君と引き分けた後、大将戦

で矢野君が小島君に先に面を取られた。明治大学の

小島君は関東選手権で優勝している優れた選手でし

た。その小島君から最後の最後に矢野君が見事な引

き面を取って団体戦の優勝をしたわけです。

　引き面といえばもうひとつ思い出したことがありま

す。私が４年生の時に山梨県の富士吉田で行われた

夏合宿から、渡辺敏雄先生が特別コーチとして来ら

【準決勝】

早大 5 ― 2 中央大

黒川 　 　― コメ 万才

三宅 メド ― 　 　島白

矢野 メメ ― 　 　赤坂

松村 メメ ― 　 　川上

小野 ドコ ― 　 　森

大内 メコ ― 　 　数見

續　 　　 ― メ　 下池

【決勝】

早大 2 ― 1 明治大

三宅 　　 ― メコ 加藤

黒川 メメ ― ド 　福本

松村 メ反 ― メ 　小山

原 　メ 　― メ 　梅沢

大内 　　 ―  　　松沢

小野 　　 ―  　　白石

矢野 メ 　― メ 　小島

【２回戦】

早大 5 ― 2 九州歯科大

【３回戦】 

早大 4 ― 3 日体大

結果：優勝

【選手名】

小野倫義（４年）

大内睦男（３年）

原　昆誠（３年）

前野　隆（３年）

三宅恭二（３年）

矢野尊之（３年）

黒川和行（２年）

松村義隆（２年）

續　天　（１年）

【準々決勝】

早大 3 ― 2 法政大

黒川 メメ ― ド 　忍足

三宅　　  ― 　 　三浦

續　 　　 ― 　 　村井

矢野 メ　 ― メメ  舘岡

小野 ドコ ― 　　 南

松村 メ　 ― ドメ  中田

大内 メメ ― メ 　山崎

昭和 40 年 11月

優勝当時の写真

（『稲剣誌』創刊号より）

小野倫義（昭和 41 年卒）

第13回全日本学生剣道優勝大会（於 日本武道館）　昭和40年（1965年）11月 21日

戦 績

昭和40年 第13回大会を振り返る

2019年6月発行

随 想
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　早稲田大学剣道部におかれましては、『稲剣誌』を

復刊されますこと誠におめでとうございます。その『稲

剣誌』に寄稿できますことは身に余る光栄です。私

が早稲田大学剣道部に在学していたのは、平成６年

（1994 年）〜平成 10 年（1998 年）で 20 年前にな

ります。高校卒業式の翌日から紺碧寮（東伏見）に入

寮し、先輩達が温かく迎えてくれたことが今も鮮明に記

憶に残っています。大浴場や食堂にいつでも仲間がい

て、部屋に集まって話すひと時は非常に楽しく、今で

も当時の仲間が集まると、学生時代と変わらない雰囲

気で話せることは私の大きな財産です。その頃の部活

の思い出は、入学前の３月の春遠征に早稲田大学剣

道部伝統の「白ゼッケン」を一人付けて参加させてい

ただいたことです。大阪府警や愛知県警といった実力

者の集う環境で稽古できることに感動し、愛知県警で

は近本選手と試合をさせていただくなど、貴重な体験

をさせていただきました。そのような状況の中、先輩

方より早慶戦の話を…伺ったのが、私の早慶戦との出

会いでした。

　早慶戦の話をする先輩方の口調は非常に熱く、18

歳だった私が戸惑いを感じるほどでした。当時の戦績

は６年間勝利がなく、「どうすれば早慶戦に勝てるの

か !?」という議題のほうが、全日本学生よりも重要視

されていました。一年生の早慶戦（対勝負）は三将

で出場させていただきました。私は何とか一本勝ちで

つないだものの、大将戦では二本勝ちで引き分けとな

る劣勢でした。最初に一本を取得したものの、二本取

り返され優勝を逃しました。目の前で勝利を逃したと

いう経験を積んだことで、私の早慶戦に対する気持ち

が作り上げられ、「早慶戦とは何が何でも勝たなけれ

ばならない試合」として認識するようになりました。で

すが大学二年、三年時においても優勝することがかな

わず、私が主将をする代となりました。９年にわたり

早慶戦優勝をすることができず、対戦成績も 29 勝 29

敗３引き分けとなっており、歴代の先輩方が作り上げ

たリードを詰められていました。早稲田大学剣道部とし

ても 100 周年という記念すべき年で、さらに負けられ

ないという気持ちを胸に稽古に励んでいました。

　一方、慶応大学は関東学生団体優勝、全日本学生

団体三位という輝かしい成績を残し、早慶戦へ挑むと

いう最高のコンディションとなっていました。周囲からも

「今年も駄目じゃないか……」という声が漏れ聞こえ

ていました。

　そこで、同期の長谷川副主将、寺岡主務が中心と

なり基本的なところから見直すことを考え、部員一丸と

なって取り組みました。具体的には次の三つです。

＜早慶戦に向けての取り組み＞

1.「下駄箱の靴」「ロッカー」「乾燥室」「風呂」「部室」

等すべてに４年生の掃除担当を決め、後輩とともに掃

除を行うこと

2. 早慶戦の前の校歌を大きな声で歌えるように稽古終

了後に練習をしたこと

3. それまで行っていなかった早慶戦直前に「紺碧の空」

を歌い士気を高めること

　今では当たり前となっている習慣もあると思います

が、これらは我々の代で初めて取り組む内容であり戸

惑う部員もいました。ですが稽古を共に頑張るという

のは当たり前のこととして、さらなるチームワークを作

るには、稽古以外にも共通の目的を持った行動をする

ことが大切と信じて実施しました。

　早慶戦（抜き勝負）当日、準備体操を終え記念会

堂の隅に集まると、練習をしてきた「紺碧の空」を大

きな声で歌い士気を高め、エール交換においても校

歌を精一杯歌い試合に挑みました。先鋒戦が始まり三

年生の馬場が４人抜きを果たし、いい流れを引き込ん

でくれました。その後も相手の主力とマークをしていた

選手を 15 将安川が４人抜き、中堅外ノ内が２人抜き

といい流れをキープし終盤戦を迎えました。中堅外ノ

内に対し慶応 4 将坂本という残り10 対４という状況と

なり、このままいけるのではと感じました。ですが、さ

すが実力者慶応、ここから坂本２人抜き、三将鈴木３

人抜き、副将宮崎４人抜きと逆転をされ、大将の私と

副将宮崎の対戦となりました。前年の早慶戦（対勝負）

では、９将まで８対４でリードしておきながら敗退した

苦い経験が頭をよぎり、「今年こそは絶対に勝つ！」と

奮起して試合に挑みました。副将宮崎、大将遠藤とも

に強敵でしたが、それまでの３度の敗戦を胸に両者に

面を飛び込み、勝利することができました。

　10 年ぶりの勝利に、祝勝会には多くの OB、OG の

方々が参加してくださり、その光景はいまも胸に焼き付

いています。当時師範をしてくださっていた安藤師範

が最初の挨拶でおっしゃった「OB が学生を囲むように

ロの字なるまで集まったことはこれまでなかった。」とい

う言葉も覚えています。また、他の OB からは「記念

会堂に並べられた両校の靴を見て、今年は勝てるので

はないかと思ったよ。」と言われた時は、小さい行為で

あっても継続し統一することでチーム力を高めることが

できると感じ、これまでの努力の一つを認められたこと

を嬉しく感じました。

　卒業してからも 2001 年〜 2015 年の 13 年間、コー

チや助監督として早稲田大学剣道部の活動に参加させ

ていただき、おかげで全日本学生団体アベック優勝な

ど貴重な経験をさせていただきました。本当に感謝の

念に堪えません。今後も道場に通わせていただき、早

稲田大学剣道部のために尽力する所存でございます。

未筆ながら、早稲田大学剣道部の一層のご発展と皆

様方のご活躍を祈念いたしております。

＜主な戦績＞

・全日本選手権　出場（2011 年）

・東西対抗　出場（2014 年）

・全日本都道府県対抗剣道優勝大会　優勝

　（2006 年、2012 年、2013 年）

・全日本実業団　優勝（2001 年、2005 年、2006 年）

・全日本高壮年剣道大会　優勝（2016 年、2018 年）

・東京都選手権　３位（2011 年）

・日光剣道大会　優勝

　（2003 年、2004 年、2005 年、2006 年、2014 年）

・国体　出場　（1993 年、1999 年）

・インターハイ個人　ベスト 16（1993 年）

早慶戦と私
山本 有樹（平成 10 年卒）

写真提供：剣道時代
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　『稲剣誌』は八号が平成十年九月に早稲田大学剣道部創立一〇〇周年

記念号として発刊されて以来、二十年余途絶えたままになっておりました。

かねがね『稲剣誌』復刊待望の声を聴いておりましたが、昨年初の剣友会

役員会において「稲剣誌（復刊）委員会」を発足させ、下枝委員長のもと

本年の稲門剣友会総会時の刊行を目指して取り組むことになりました。

　委員会（現役剣道部員を含む）の皆様にはご多忙の中、手弁当にて頻繁

に会合を重ねて、発刊に漕ぎ着けていただき、深く感謝申し上げます。

　とは言え、急ごしらえの素人集団でしかも短期間での発行で、何かと不

行届きな点も多いかと存じますが、先輩各位におかれましては何卒ご寛容

の上、今後の『稲剣誌』の継続刊行と充実のため、格別のご支援・ご協力

を賜りますようお願い申し上げます。

　平成三十年度は稲門剣友会の活動テーマとして「燈々無尽と次世代対応

の推進」を掲げました。　時代の変化に対応した新たな剣友会創りを目指すとともに、良き伝統の

灯を次世代に引き継ぎ、さらに大きく輝かせたいとの思いです。

　加えて、この度旧記念会堂が早稲田大学の新たなシンボル「早稲田アリー

ナ」として生まれ変わりました。その三階に「早稲田スポーツミュージアム」

が設置され、早稲田スポーツ各部の歴史資料の展示スペースができること

になりました。　早稲田スポーツ各部の中でも最も古い歴史を誇る剣道部のより良い伝統

を引き継ぐためにも、展示スペースの有効活用を図りたいと存じます。

　奇しくもこの度『稲剣誌』九号復刊の運びとなりましたことは、手前みそ

ながら将に時を得た慶事と存じます。

　終わりに『稲剣誌』が稲門剣友会員、剣道部学生、および会員間の貴重

なコミュニケーションツールとして、心の故郷として、未来の発展に資する

ものとして、定期的に継続して発刊されることを願ってご挨拶といたします。

稲門剣友会 会長松村 義隆（昭和43 年卒）

稲剣誌（復刊）九号を祝す

寄 稿

早稲田大学剣道部
稲門剣友会

第九号

稲
剣
誌  

第
九
号
　
　
　
　
　
　早
稲
田
大
学
剣
道
部  

稲
門
剣
友
会


